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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 721 施策

活動実績
評価の視点

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、国や府から移動の自粛が呼びかけられたた
め、相互訪問等の事業は実施できませんでした。
・感染症拡大防止のため、吹田産業フェアが中止となり、友好交流都市による出店が実施で
きませんでした。
・市民公募による友好交流都市への訪問の企画を協議したものの、実施には至りませんでし
た。
・リモートでの交流に向けて、友好交流都市との間で協議を行いました。
・チラシの配架等を行い、友好交流都市の周知を図りました。
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所管
室課

※課題があるものは■
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市民ニーズ、
社会的役割

■100.0

事業名 国内都市交流事業文化スポーツ推進室

年度

決算額　(千円)

一般財源の比率（％） 100.0

88

令和２年度

市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　交流は人の移動を伴うものといった既成概念に
とらわれず、インターネットの活用なども含め、都
市交流の在り方を検討していく必要があります。 今後の実施計画

の方向性・内容

継続

　コロナ終息後、よ
り交流を深められる
よう準備を行いま
す。

※課題があるものは■

□

事業概要
　国内都市交流

所管
室課

事業名

事業概要

事業概要

多文化共生推進事業事業名文化スポーツ推進室
所管
室課

2

決算額　(千円)
評価の視点

令和２年度年度活動実績

多文化共生推進

　外国人の相談窓
口事業の設置を目
指します。

　外国籍市民のための行政通訳窓口同行事業
は、対応言語が３か国（英語、中国語、韓国語）で
あるため、対応言語の充実など市民サービスを向
上させる必要があります。（令和３年度からベトナ
ム語、タイ語を追加し、５か国語へ拡充済）
　吹田市に外国人の相談窓口がないことにより、
他市の窓口に相談が流れている事例があるた
め、相談窓口の設置を検討する必要があります。

（１）外国籍市民のための行政通訳窓口同行事業
　行政窓口における各種手続や相談に同行し、外国籍市民が円滑に手続を行い、安心して
生活ができるよう支援するため、行政通訳窓口同行事業を実施しました。
・利用者数　平成３０年度…４４人、令和元年度…６８人、令和２年度…４２人

（２）在住外国籍市民のための日本語教室
　日常生活に必要な日本語の習得を支援するとともに、市民との交流を図り、相互理解の促
進を図ることを目的に、在住外国籍市民を対象に日本語教室を実施しました。新型コロナウ
イルス感染症の影響により、学ぶ機会をできる限り減らさないようオンラインによる授業も行
いました。
・延べ参加者数　平成３０年度…１，５６２人、令和元年度…１，６２５人、令和２年度…９４０人

（３）吹田市国際交流協会事業補助金
　多様な文化、言語、習慣、宗教等を互いに認め合い、支え合ってともに暮らせる多文化共
生社会の実現を目的として、子供から大人まで参加できる様々な事業を実施する吹田市国
際交流協会に対し、補助金を交付しました。(８，０００千円補助）

拡充

今後の実施計画
の方向性・内容

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

一般財源の比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

決算額　(千円)
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

所管室課 事業名

文化の振興

都市交流事業 所管部局 都市魅力部

事業名

千里ニュータウンプラザ管理事業（吹田市国際交流協
会）

所管室課

文化スポーツ推進室

管理事業
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